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1. 研究 目的
いのくち あ く り

井 口阿 玄 り(1870-1931)は 文 部省の留学生 とし

てア メ リカで学 び, ギ ルバ ー ト(Melvin Ballou

Gilbert 1847-1910)の 「ポル カ ・セ リーズ」及び

「プア ウス ト」 を 日本に導入 した といわれてい る。

しか し井 口は これ らのダンスについて全 く述べて

いない。

本研究 ではギルバ ー トのダンスについて明 らか

にする と共 に, ギルバ ー トと井 口の連係を明確に

す る ことを 目的 とす る。

II. 研 究 方法

井 口に関す る先行研究 では, 井 口とダンスにつ

いては明 らかに され ていない。 それ故, ア メ リカ

におけ るギルバー ト研究及 び現地 で収集 した資料

を もとに研 究を進 める。

III. 結 果 及び結論

(1)ギル バー トとダ ンス

ギルバー トは メイ ン州 ターナーに生 まれ, 20才

代 の後 半にはボールルーム ・ダ ンス教師を してい

た。 またバ レエの トレーニ ングを受け, 後 にバ レ

エ作 品の振 り付 けを担 当 しボス トンの演劇界に も

名を残 している。

著書 として Round Dancing(Portland: Mitchell

& Bickford, 1890)及 び アメ リカの最初 のダンス月

刊誌The Director(Dec. 1897-Nov. 1898)を 出 版

した。 ギ ル バ ー トの 死 後, 弟 子 のSusan H.

Gilmanに よって編集 されたGilbert Dances vol. 1

及 び vol. II(New York: G. Schirmer Inc., 1913)と

School Dances(New fork: G. Schirmer Inc., 1913)

が あ る。

ギルバ ー トは Gilbert Normal School of Social

and Aesthetic Dancing で教 える と共に, Harvard

Summer School of Physical Training (H. S. S. )

(1894-1910), Sargent Normal School(1894-

1910)及 び Boston Normal School of Gymnastics

(B. N. S. G. )(1899-1910)で 教 えた。

ギルバー トがH. S. S.で 教 え るよ うに な ったの

は, Dr. Dudley Allen Sargent(Director, H. S.

S. )と の 出合があ った。 そ の時Dr. Sargentが 「体

育の見地 か ら言 えば, ダ ンスの弱点は腕や胴体を

無視 して脚部 のみの運動 である。」 と述べ た こと

か ら, ギ ルバー トは体育的見地 に立 って ダンス ・

テ クニ ックを考案 した。

ギルバ ー トは The Director に彼 のダ ンス ・テ ク

ニ ックを紹介 している。 それ に よる と, バ レエの

腕や脚部のポ ジシ ョンを使 い, バ レエのエクササ

イズを用 いている。 しか しギルバー トは自分の ダ

ン ス を"Aesthetic Dancing"又 は"Dancing

Calisthenics"等 と 呼称 し, バ レエ とは 呼 ば な

か った。

B. N. S. G. の カ タ ログに よる と, "Aesthetic

Dancing"の 説 明は 「ジムナステ ィックス の応 用

である。 動 きはジムナステ ィ ックス よ り複雑 であ

り, 曲線 的である。 多 くの関節や筋肉を動かす全

身的な運動 で, リズ ミカルで継続的な動 きは多様

性があ り, 練 習 の結果は持久力, 忍 耐力, 調 整 力

を得 る ことができる。」 とある。

Harvard University Archives に はH. S. S. の

Visitor's Dayの プ ログラムが保存 されてい る。 そ

れに よる と井 口が出席 した1902年 に は, ギ ル バー

トは 「ポルカ ・セ リーズ」 と 「プアウス ト」 を教

えている。

(2)井口阿玄 りとダ ンス

井 口は1900年 にB. N. S. G. に 入学 し, 1902年 に

卒業 した。 更にH. S. S.で 学 び, 明治36年(1903

年)に 帰朝 した。

母校の女子高等 師範学校 国語体操専修科主任教

授 として採用 され, 明治44年 に退任す るまで, 88

名 の 卒業 生を送 った。 教授 と してのかたわ ら, 文

部省嘱托の講 師 として全 国を アメ リカで学んだス

エ ーデ ン体操 の指導 に歩 いた。

井 口は 日本 人女子 の体格が アメ リカ人 と比較 し

て非常に劣 っているのを指摘 し, 女 子の身体を向

上 させるためには, ス エーデン体操に よる効果 が

第一 と考え, ダ ンス(遊 戯)に ついて価値 を認 め

ていなか った。 しか し井 口の指導を受けた女子高

等師範学校 の卒業生 は, 「ポル カ ・セ リーズ」及

び 「プア ウス ト」 を井 口か ら教 えられた と証 言 し

てい る。

結論 として, 井 口は ア メ リカでギ ルバ ー トの

Aesthetic Dancing を学 び, 「ポル カ ・セ リーズ」

及び 「プア ウス ト」 を 日本に導入 した。 これ らの

ダンスはギルバー トがDr. Sargentの 提 言に よ り,

バ レエを基礎 として振 り付け られた ダンスであ っ

た。
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